
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 年春季リーグ 

第１週・４月５日 

１勝０敗 

 
中 大 ０１１ ０００ ０００ ２ 

駒 大 １００ ０３０ ００× ４ 

[駒 大]  打安点 
④小 林  ４００ 
⑨中 谷  ４１０ 
⑥ 岡   ４２０ 
⑤白崎浩  ４２１ 
⑧奥 野  ２００ 
DH 友 滝    １００ 
HD 柴 田  ２１１ 
⑦江 越  ４００ 
②戸 柱  ３１０ 
③増 本  ３００ 
      計 31７２ 

 
▽二塁打＝白崎浩、岡 
 

回  打安責 
○白崎勇  ９  35７２ 

駒 大 ０００ ０００ １００ １ 

中 大 １３０ ００２ ３０× ９ 

[駒 大]  打安点 
④小 林  ４２０ 
⑨中 谷  ３１０ 
⑥ 岡   ３００ 
⑤白崎浩  ４００ 
⑧奥 野  ４２０ 
DH 山 下  ４１０ 
⑦江 越  ３１１ 
②戸 柱  ３００ 
③増 本  ３１０ 

       計 31８１ 
 

▽二塁打＝山下、奥野 
▽本塁打＝江越 
 
     回   打安責 

●井 口 ５ 2/3  28７３ 
 小 倉 ０ 1/3  １００ 
 高橋一 ０ 2/3  ６３３ 
 栗 林 ０ 1/3  ２１０ 
 木 村 １    ４１０ 

11 年春季リーグ 

第１週・４月６日 

１勝１敗 

 

先
勝
し
て
迎
え
た
２
戦

目
。
打
線
は
８
安
打
放
つ

が
、
い
ず
れ
も
散
発
に
終
わ

っ
た
。 

 

投
手
陣
も
本
塁
打
を
２

本
浴
び
る
な
ど
振
る
わ
ず
、

１
部
復
帰
後
初
の
勝
ち
点

は
お
預
け
。 

強
豪
ひ
し
め
く
戦
国
東

都
の
厳
し
さ
を
思
い
知
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

「
球
じ
ゃ
な
く
て
気
持

ち
が
良
く
な
い
ね
」
。
２
戦

目
の
先
発
を
任
せ
ら
れ
た

井
口
拓
皓(

経
３)

に
小
椋
正

博
監
督
は
そ
う
苦
言
を
呈

し
た
。 

 

初
回
に
本
塁
打
を
許
す

と
、
２
回
に
は
安
打
と
失
策

が
絡
む
３
失
点
。
そ
の
後
も

毎
回
の
よ
う
に
走
者
を
背

負
っ
た
。
６
回
途
中
で
マ
ウ

ン
ド
を
譲
る
こ
と
と
な
っ

た
井
口
は
「(

中
大
打
線
は)  

別
に
。
僕
自
身
が
…
」
と

言
葉
を
濁
し
た
。
後
を
引

き
継
い
だ
投
手
陣
も
崩

壊
。
連
勝
で
き
ず
、
聖

地
・
神
宮
で
１
部
の
洗
礼

を
浴
び
て
し
ま
っ
た
。 

打
線
は
２
回
に
山
下

た 

文
＝
丸
山
翔
太 

写
真
＝
橋
本
圭
史
、 

 
 
 

水
出
綾
香 

初
戦
の
相
手
は
、

昨
年
の
甲
子
園
大
会

で
春
夏
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
中
大
・
島
袋
洋

奨(

１
年
＝
興
南)

。

序
盤
こ
そ
リ
ー
ド
を

許
す
が
、
５
回
に
逆

転
。
立
ち
直
り
を
見
せ

た
エ
ー
ス
・
白
崎
勇
気

(

営
４)

が
最
後
ま
で

投
げ
抜
き
、
完
投
勝
利

を
収
め
た
。 

観
客
数
の
多
さ
が
、
こ

の
試
合
の
注
目
度
を
表

し
て
い
た
。
通
常
の
４
割

増
と
い
う
観
客
の
お
目

当
て
は
間
違
い
な
く
、
中

大
の
黄
金
ル
ー
キ
ー
・
島

袋
だ
っ
た
。 

「
同
じ
１
戦
目
を
任

さ
れ
た
エ
ー
ス
と
し
て

は
負
け
ら
れ
な
い
」
と
、

島
袋
に
対
抗
意
識
を
燃

や
し
、
マ
ウ
ン
ド
に
上
が

っ
た
の
は
４
年
生
の
白

崎
勇
。
だ
が
、
先
制
し
た

直
後
の
２
回
に
２
死
二

塁
か
ら
右
前
適
時
打
を

浴
び
失
点
。
３
回
に
は
右

翼
席
へ
ソ
ロ
本
塁
打
を

放
た
れ
、
勝
ち
越
し
を
許

し
た
。 

４
回
ま
で
３
安
打
に

抑
え
ら
れ
て
い
た
打
線

だ
っ
た
が
、
５
回
に
好
機

を
迎
え
た
。
２
死
二
塁
と

一
打
同
点
の
場
面
を
つ

く
る
と
、
打
席
に
は
４

番
・
白
崎
浩
之(

法
３)

。

「
自
分
の
ス
イ
ン
グ
を

し
た
」
打
球
は
左
越
フ
ェ 

ン
ス
に
直
撃
し
、
同
点

の
適
時
二
塁
打
に
。
続

く
奥
野
智
也(

経
４)

の

打
球
が
逆
転
の
適
時
失

策
を
誘
い
、
苦
し
め
ら

れ
て
き
た
島
袋
を
引
き

ず
り
降
ろ
す
こ
と
に
成

功
し
た
。 

援
護
を
受
け
た
右
腕

は
５
回
以
降
、
被
安
打

１
に
抑
え
、
１
４
３
球

で
完
投
。
１
部
で
６
季

ぶ
り
の
勝
利
を
も
た
ら

し
た
と
同
時
に
、
戦
国

東
都
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
新
人
に
対
し
見
せ
つ

け
た
。 

 

小
椋
正
博
監
督
は

「(

島
袋
に
つ
い
て)

ピ

ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
い
。

た
だ
、
今
日
は
白
崎
勇

の
１
日
だ
っ
た
」
と
称

賛
。
１
部
復
帰
後
、
即

優
勝
へ
―
。
チ
ー
ム
は

好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。 

 

高
久
雅(

法
４)

、
７
回
に
は
奥

野
智
也(

経
４)

が
と
も
に
左

中
間
二
塁
打
を
放
つ
な
ど
攻

撃
の
足
掛
か
り
を
つ
く
る
が
、

あ
と
一
本
が
出
ず
凡
退
。
こ
こ

ぞ
の
場
面
で
の
つ
な
が
り
を

欠
い
た
。 

唯
一
の
打
点
は
、
江
越
大
賀

(

法
１)

が
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
に
放
っ
た
一
発
だ
。
黒
星
を

喫
し
た
チ
ー
ム
と
は
対
照
的

に
、｢

狙
っ
て
い
た｣

ス
ラ
イ
ダ

ー
を
痛
打
。
自
身
初
安
打
を
最

高
の
形
で
記
録
し
た
。 

１
戦
目
を
勝
利
し
て
い
た

だ
け
に
「
隙
が
あ
っ
た
と
思

う
」
と
試
合
を
振
り
返
っ
た
岡

将
吾
主
将(

法
４)

。
明
日
は
勝

ち
点
が
懸
か
っ
た
大
事
な
試

合
。
ど
れ
だ
け
集
中
し
て
臨
め

る
か
が
勝
敗
の
カ
ギ
と
な
り

そ
う
だ
。 

 

２回、連打を浴び

悔しがる井口 

文
＝
水
出
綾
香 

写
真
＝
宮
崎 

桂 

【左】完投した白崎勇 

【下】５回、同点打を放った白崎浩 

【左】 試合に勝

利し、笑顔を見

せる白崎浩(左)

と白崎勇 


